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レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
経
費
の
算
出

が
必
要
で
、
今
は
ま
だ
明
確
に
出

し
て
い
な
い
。

ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
ボ
ト
ル
、
有

害
物
、
不
燃
物
等
は
ど
の
よ
う
な

袋
に
入
れ
る
の
か
。

家
庭
に
あ
る
一
般
的
な
中
身

が
確
認
で
き
る
透
明
、
半
透
明
の

袋
。
大
き
さ
は
、
大
の
ご
み
袋

（
45
ℓ
程
度
）
ま
で
と
し
、
無
料

で
の
回
収
を
考
え
て
い
る
。

粗
大
ご
み
の
有
料
化
、
リ
ク

エ
ス
ト
方
式
の
実
施
に
あ
た
る
条

例
化
は
。
ま
た
有
料
化
等
の
実
施

時
期
は
。

粗
大
ご
み
の
有
料
化
は
、
橿

原
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
改
正
が

必
要
で
、
収
集
方
法
の
記
載
が
な

い
た
め
、
手
数
料
を
改
定
す
る
と

き
に
条
例
の
改
正
と
あ
る
。
有
料

化
の
時
期
は
、
答
申
の
内
容
を
丁

寧
に
説
明
し
た
上
で
と
考
え
て
い

る
た
め
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か

る
。一般質問

成
谷　

文
彦

成
谷　

文
彦

（
公
明
党
）

10
年
後
の
橿
原
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

危

機

管

理

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

な
ど
今
後
大
き
な
施
策
が
準
備
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
ベ
ー
ス

に
な
る
の
が
30
年
後
、
40
年
後
の

人
口
予
測
で
あ
る
。
市
は
こ
れ
を

現
在
の
12
万
人
か
ら
10
万
人
に
設

定
し
て
い
る
が
、
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
で
は
８
万
人
と
し

て
い
る
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
は
20
％
減
の
目
標
を
立
て

て
い
る
が
、
人
口
が
８
万
人
に
な

っ
て
も
20
％
減
で
対
応
で
き
る
の

か
。

現
在
の
財
政
規
模
は
４
４
０

億
円
だ
が
、
人
口
が
８
万
人
に
な

る
と
約
２
８
０
億
円
程
度
に
な
る
。

こ
れ
は
総
務
省
が
公
表
し
て
い
る

平
成
26
年
度
の
類
似
団
体
の
主
要

財
政
指
数
か
ら
試
算
し
た
数
字
で

あ
る
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
は
平
成
28
年
か
ら
67
年
ま
で

の
40
年
間
で
公
共
施
設
を
床
面
積

で
20
％
削
減
す
る
計
画
を
立
て
た

が
、
財
政
規
模
が
２
８
０
億
円
に

な
る
と
20
％
削
減
で
は
足
り
ず
、

最
低
で
も
さ
ら
に
10
％
の
削
減
が

必
要
で
あ
る
。

人
口
が
10
万
人
の
場
合
の
財

政
規
模
と
職
員
数
は
。

過
去
の
財
政
状
況
か
ら
す
る

と
、
人
口
が
10
万
人
の
場
合
の
財

政
規
模
は
３
４
０
億
円
か
ら
３
５

０
億
円
ぐ
ら
い
と
想
定
し
て
い
る
。

職
員
数
は
現
在
８
８
１
人
、
再
任

用
は
90
人
だ
が
、
以
前
示
し
た
定

員
管
理
計
画
で
は
約
10
人
減
ら
す

と
し
た
。
国
・
県
か
ら
の
権
限
移

譲
な
ど
で
仕
事
が
増
え
職
員
数
を

減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
。
人
口
が

10
万
人
の
場
合
の
試
算
を
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
森
下
市
長
に
な
っ

て
か
ら
２
回
定
員
適
正
化
計
画
を

つ
く
り
、
正
規
職
員
を
70
人
余
り

減
ら
し
た
が
、
大
変
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
じ
よ
う
に
70
人
減
ら
す
と

な
る
と
恐
ら
く
10
年
は
か
か
る
が
、

人
口
が
10
万
人
に
な
る
な
ら
ば
、

１
０
０
人
は
削
減
し
な
い
と
財
政

が
厳
し
く
な
る
。

大
き
な
事
業
に
つ
い
て
具
体

的
な
も
の
が
な
か
な
か
出
て
こ
な

い
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
市

は
地
元
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
丁
寧
に
進
め
る
の
で
時
間
が
か

か
る
と
聞
い
て
い
る
。
大
き
な
事

業
も
含
め
て
、
全
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
い
つ
ご
ろ
市

民
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
具
体

的
に
３
大
事
業
と
Ｆ
Ｍ
（
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
事
業

が
あ
る
。
Ｆ
Ｍ
で
は
40
年
間
で
20

％
削
減
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
。

３
大
事
業
の
総
事
業
費
等
は
約
３

０
０
億
円
だ
が
、
市
の
総
合
計
画

が
平
成
29
年
度
で
終
わ
り
、
そ
れ

に
か
わ
り
27
年
度
か
ら
31
年
度
で
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
提
示
し
た
が
、
５
年
、
10

年
後
の
市
の
方
向
性
を
示
す
必
要

が
あ
る
。
そ
の
一
手
段
と
し
て
３

大
事
業
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は

数
字
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
本
当

に
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

き
ち
ん
と
や
っ
て
い
き
た
い
が
、

一
定
の
方
向
性
は
示
し
た
の
で
、

ま
た
議
員
各
位
と
議
論
を
重
ね
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
提

示
し
て
い
き
た
い
。

時
間
と
い
う
基
軸
を
考
え
る

と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
市
役
所
ま
で
行
く
時
間
が
あ

る
程
度
均
等
で
あ
れ
ば
よ
い
。
橿

原
市
は
、
道
が
す
い
て
い
れ
ば
30

分
以
内
で
端
か
ら
端
ま
で
行
く
こ

と
が
で
き
る
が
、
京
奈
和
自
動
車

道
と
中
和
幹
線
及
び
国
道
24
号
線

を
含
め
た
幹
線
道
路
の
大
渋
滞
が

大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

中
和
幹
線
で
は
桜
井
市
側
が
整
備

さ
れ
て
、
今
後
大
き
な
店
舗
が
ど

ん
ど
ん
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、

中
和
幹
線
の
渋
滞
は
ひ
ど
く
な
る

と
思
う
が
、
そ
の
対
策
は
。

中
和
幹
線
で
と
く
に
渋
滞
の

多
い
葛
本
町
交
差
点
、
土
橋
町
南

交
差
点
の
抜
本
的
な
渋
滞
緩
和
に

は
、
京
奈
和
自
動
車
道
橿
原
北
イ

ン
タ
ー
か
ら
橿
原
高
田
イ
ン
タ
ー

の
整
備
が
必
要
不
可
欠
だ
が
、
完

成
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

右
折
レ
ー
ン
の
延
伸
等
の
対
策
を

県
や
国
が
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
12
月
に
関
係
機
関

が
集
ま
り
、
橿
原
市
域
に
重
点
を

置
い
た
渋
滞
対
策
検
討
の
会
議
を

計
画
し
て
い
る
。
な
お
、
市
で
は

橿
原
中
学
校
北
側
の
市
道
小
槻
町

十
市
町
線
を
整
備
し
て
お
り
、
平

成
30
年
中
に
開
通
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
る
。
当
該
道
路
は
京
奈

和
自
動
車
道
の
橿
原
北
イ
ン
タ
ー

の
直
近
の
交
差
点
か
ら
十
市
町
に

向
け
て
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
で
あ

り
、
中
和
幹
線
の
交
通
量
が
分
散

さ
れ
、
渋
滞
緩
和
に
寄
与
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
中
和
幹
線
、
国

パッカー車
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